








 【要約】有機酸代謝異常マス・スクリーニングを行うための、キヤピラリー GC/MS で分

析したデータを自動処理して、診断名をアウトプットするコンピュータープログラムを開

発した.原理はマスクロマトグラフィーとメチレンユニットを組み合わせて尿中有機酸を

同定、定量し、正常と比較して異常化合物を検出する.そして異常化合物のプロフィール

から予想される疾患名をアウトプットする.診断名のわかっている 30 例の患児の尿を用い

て試験したところ、異常化合物を正しく検出した.疾患名は正しい病名をはずすことはな

かったものの、 アウトプットする疾患数が多い傾向があった.条件づけを厳しくすればこ

の問題はクリヤーできると思わる.検体の前処理法について、一般的なスタンダード溶媒

抽出法と最近提唱されている直接乾燥法について尿中化合物の回収率を比較検討した.有

機酸に関しては大差なく、アミノ酸類や糖類に関しては直接乾燥法でのみ回収された.回

収率、前処理時間、分析時間の面から直接乾燥法にこのコンピュータープログラムを組み

込んだ形が、本症のマススクリーニングに実用的であると思われる.


